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新聞

エコ． エコの活動報告

マルコの動物 ( マルコはエスペラント語で湿地のことです ) 植物

ノカンゾウ

ハンゲショウ

イヌゴマ

ヒガンバナ

オオヒナノウスツボ

アキノノゲシ

ノハラアザミ

チョウトンボ

アカガエル ナガコガネグモ

アマガエルアキアカネ

ウエットランドの保全を始めてから約 2年様々な植物の存在を確

認することができました。それらの多くは見沼田圃全体が乾燥化

したために多くは失われてしまった植物です。現在、保全活動を

行っているこの場所では半乾燥地と湿地が残っています。そのお

かげで貴重な植物が残っていると思われます。しかし、この場所

でもクズや外来種のコセンダングサの繁殖力が強く在来種の生息

を脅かしています。

今年、沢山のチョウトンボが確認されました。芝川の調整池が整備されたためでしょ

うか。赤とんぼ類がみられます。アキアカネ、ノシメトンボなどが代表的なものです。

絶滅危惧種のアカガエルの繁殖が確認されました。今年、8個の卵塊が産卵されま

した。絶滅危惧種のコガネグモやナガコガネグモが生息しています。カメムシ類も

5種類確認できました。今後も観察を続けていきます。

エコ . エコでは

調査活動と保全

作業をトラスト

1号地の前の湿

地で月に 2回行

っています。

モニタリング調

査と植物調査を

行っています。

保全作業は貴重

種の確認と外来

種とクズの除去

を行っています。

見沼自然公園前の加田屋田圃でバッタを捕まえる観察会を実施

調査　　　　　　　　　　　クズなどの除去　

民家園での除草　　　　　　貴重種の保護　　

人間よりはるか昔から地球にすんでいる虫たちを知ることは自然を理解する第一歩に

なります。草むらに住む小さな生き物を子どもも大人も夢中になって追いかけました。

ヤブカンゾウに比べて個体数が

少ない
絶滅危惧種。葉の一部分だけ

白く変わるので（それも表側

だけなので）、片白草とも呼ば

れる。

湿性の高い草地などに生育する。 

湿った場所を好み、時に水で

洗われて球根が露出するのを

見かける。

日当たりの良い草原や林のふち

などに生える多年草。

キク科アキノノゲシ属の一年

草または二年草。和名は、春

に咲くノゲシに似て、秋に咲

くことから付けられた。

茎の上部で枝分かれし上向きに花

をつける。筒状花のみで構成され

ており、花の色は紫色である。

この湿地の植生の多様性を保つためには春から夏にかけて大繁殖

する植物をコントロールしなければなりません。
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特定非営利活動法人　エコ．エコ
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